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米国における遺伝子組換え小麦の自生事案について

平成25年７月26日

農 林 水 産 省

１ 現地時間５月29日（日本時間30日未明）、米国農務省は、未承認で

ある遺伝子組換え小麦がオレゴン州の小麦農家のほ場で自生していた

ことを公表。

２ これを受けて、農林水産省は、５月30日以降、オレゴン州で生産さ

れる食糧用小麦（ウェスタン・ホワイト）及び飼料用小麦（ソフト・

ホワイト）の輸入に係る入札を暫定的に停止。

３ その後、厚生労働省が当該遺伝子組換え小麦の検査方法を確立。こ

のため、入札を停止する前に輸入し、国内への販売を停止していた米

国産小麦（約17万トン）について、農林水産省が遺伝子組換え小麦の

混入の有無を検査し、７月８日以降、結果が陰性となったものから、

順次販売を再開。

また、これと併せ、ウェスタン・ホワイトの代替銘柄の確保に向け

た対応を実施。

４ 先週、米国へ当省職員を派遣し、輸入再開時に必要な船積時の遺伝

子組換え小麦の混入の有無の検査を実施することが可能であることを

確認。


